
奈良基地は関西唯一の航空自衛隊の基地です。
基地には航空自衛隊の幹部自衛官となる幹部候補生を
教育する全国唯一の学校、幹部候補生学校があります。
基地は昭和３１年１１月に開設されました。平城京跡
北東のウワナベ古墳、コナベ古墳に挟まれる形で、多くの
史跡に囲まれた環境に位置しており、敷地南側は平城京
特別保存地区のため、正門をはじめ建物が瓦葺きという
特徴があります。
事前の申請が必要※ですが、資料館やＦ－１支援戦闘機
などを見学できる基地見学が可能です。また、６月頃には
幹部候補生による観閲式訓練展示の見学などができる
「奈良基地祭」、８月頃には「平城山納涼会（夏祭り）」も
開催され、地域からも親しまれています。

令和八年一月二十日
掲載内容は令和八年一月現在のものです。

かんえつしき

ならやま

奈良時代以前、野見宿祢を祖とする土師氏の氏寺を、平城
遷都の際に藤原不比等が譲り受け、邸宅を構えます。
不比等の没後、これを受け継いだ娘の光明皇后は、遣唐
留学僧・玄昉が新しい仏法を無事に持ち帰ることを願い、
寺院の伽藍を整備しました。帰国後、玄昉は内裏に近い
この寺院の住持に任じられます。旅の途中、嵐に襲われた
玄昉が海龍王経を唱え難を逃れたことから、寺号も海龍王寺
と改められました。このエピソードにちなみ、いまでも
旅行や留学の安全を祈願するお寺として知られています。
見どころは、創建当初からの建物である西金堂(重要文化財)
と、堂内に安置されている天平時代建造の五重小塔 ( 国宝 )
（※1）。また江戸時代に建てられた本堂には、鎌倉時代造立
でご本尊の十一面観音立像 ( 重要文化財 )（※2）が安置
されています。春先には雪柳が境内一円に咲き乱れ、
「花の寺」としても有名です。
※1 国内最小の国宝五重塔
※2通常は戸帳越しの公開。毎年3月下旬～4月上旬、5月上旬、10月下旬～11月上旬
       の特別開帳等でのみ開帳。
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平城宮跡の見どころと歴史、奈良時代の
人びとの暮らしや仕事について、楽しく
学べるガイダンス施設。
（入館無料・開館時間 9:00-17:00）


